
「空野開拓碑」 

徳島県美馬市穴吹町 

徳島県美馬（みま）市は、県北部のほぼ中央に位置する。05 年に旧・美馬郡内の４町村

が合併して発足。人口は約３万人。南部は山間地で、穴吹町には戦後開拓の集落「空野（あ

きの）」があった。 

空野に至る山道は曲がりくねっており、非常に険しい。行き止まりには、市が管理して

いる「空野放牧場」があり、繁殖和牛が放たれている。標高は約６５０㍍で、市街地が見

渡される。この地域が戦後開拓地であり、道ばたに石碑「空野開拓碑」が建っている。入

植の経緯や開拓者名などが記されている。 

46（昭和 21）年から 48 年にかけて、中国引揚者、地元縁故者、元・満州開拓青年義勇隊

の順に 20数戸が入植した。48年、穴吹町開拓農協を結成。入植者は共同生活をし、開墾作

業や資材運搬すべて人力によるも、協同の精神で新天地の建設を目指して奮闘した。 

51年、待望の空野分教場が開設され、児童 17名が就学した。道路開設や電気・給水設備

の整備により、ようやく開拓地営農も軌道に乗り、前途に光明が見えてきた。だが、60 年

代からの高度経済成長期に入ると、次第に離農者や転居者が出始め、71 年、同開拓農協は

解散の止むなきに至った。現在、廃屋や分教場跡がある。 

石碑は 97 年の建立。碑文の末尾には「町において二一世紀の空野を展望し 牧野造成を

行い開拓道路を整備しており その再開発また期してまつべきものあり と云うべし」と

刻まれている。 

 

・ 徳島県 美馬市 空野開拓地区 「空野開拓碑」平成 9年 8月吉日 

※国道 492 号から県道 254 号へ。穴吹川の南側に位置する山の上にある牧場ま

での道のりは非常に険しい。 
（碑文） 
戦後 国の施策に基づき昭和弐壱年拾月中国引揚者竹内豊一氏一家率先入植 

続いて地元縁故者相次ぎ 昭和弐参年弐月布川孝明氏率いる元満州開拓青年義

勇隊拾名が双葉開拓団と称して入植 穴吹町開拓農業協同組合を結成せり 県

は昭和弐四年七月弐日未墾地買収に伴い県営開拓事業として発展せしめたり 
入植者天地根元造に起居し 生活物資建設財の運搬及び開墾作業すべて尽力

に拠るも 協同の精神旺盛にして 新天地の建設を目指し奮闘せり 
昭和弐六年四月待望の空野分教場開設 児童壱七名と算す この頃開拓道路

開設 電気導入 簡易給水設備等逐次整備 漸く開拓地営農も軌道に乗り前途

に曙光を見るに至れり しかれども昭和参拾年代の高度経済成長の波にさらわ

れ遂に昭和四六年拾月開拓農協も解散の止むなきに至れり 爾来町において二

一世紀の空野を展望し 牧野造成を行い開拓道路を整備しており その再開発

また期してまつべきものあり と云うべし 

此処に理想郷建設を夢見 開拓に健闘せし同志拓友各位及び関係機関諸賢の

芳名を止めて後世に伝える 

平成九年八月吉日 

関係機関御芳名（元穴吹町長 蔭山潔ほか）、同志拓友御芳名（竹内豊一ほ



か） 

（記念碑）               

 
（開拓道路） 

 
（牧場から市内を見下ろした風景） 



 
（碑文） 

 
 
 


